
 

令和２年 11月 24日 

 

 

都道府県・指定都市市民活動担当 御担当者殿 

 

 

内閣府政策統括官（経済社会システム担当）付 

参事官（共助社会づくり推進担当） 

 

 

新型コロナウイルス感染症に関する職場における一層の対策強化について 

（協力依頼） 

 

 

平素より、共助社会づくりの推進に御尽力いただき厚く御礼申し上げます。 

 

「新型コロナウイルス感染症対策の観点からの年末年始の在り方について」

（令和２年 10月 27日発出）の周知にご協力いただいたところですが、11月 16

日、第 46 回新型コロナウイルス感染症対策本部にて、「今般の感染拡大に対応

したクラスター対策のさらなる強化等について」が取りまとめられ、感染リスク

が高まる「５つの場面」の周知等についての協力依頼がまいりました。 

 

つきましては、貴職の所轄の特定非営利活動法人に対し、別添資料を周知くだ

さいますようお願いいたします。 

 

 

以上 







感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが
高まる。

● また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食

● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に比べて、
感染リスクが高まる。

● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活 場面⑤ 居場所の切り替わり

● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。

● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り
替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。

● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。

（別添参考）
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